

















































● 日人拡充漢口租界収買京漢鉄路地産修路案，光緒 33，10～民国 8，7



































民国 27（1938）～29年，（3）民国 34（1945）～38年の 3つの山になっていることが分かる．
（1）民国 15～21年に出された資料には，不平等条約撤廃，租界回収に向けた準備に関するものが多い

















ハ，収回各地日租界（全 2冊），外交部，民国 19年 5～8月（実際は 20年の資料もある）．
　　各地の日本租界の現況報告とそれに基づく「日本租界調査票」があり，営口，奉天に関わる詳し
い報告もある．












ホ，接収租界及使館界辦法（全 2冊），外交部，民国 34年 7月～37年 7月．「厦門租界の現況と戦勝
後の接収プラン」（原題未確認，民国 34年 7月），「九龍交渉経過」（民国 34年 8月 25日），「接収
上海公共租界大綱」（民国 34年 9月），「接収上海公共租界及法租界大綱」，「接収公共租界及専管租
界原則大綱案」（民国 34年 10月 8日），「接収租界及北平使館界原則大綱案」・「租界及使館界官有
資産與官有義務債務清理委員会組織大綱」（民国 34年 11月 16日），「接収租界及北平使館界辦法」


























































































せ，専管租界開設の準備を開始し，蘇州と杭州には 1897年，沙市には 1898年，重慶には 1901年に
開設した．さらに，1896年の「日清通商航海条約」で上海，天津，漢口，厦門での租界開設を認め
させ，そのうち，天津と漢口には 1898年に開設し，厦門の場合は 1899年に開設のために規則を定め
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租界研究の現状と展望
た．上海の場合は，当局と交渉したが途中で断念し（1897～99年），その後は共同租界に住みつい
て，次第に日本人が集中した地区を日本租界と通称することになった．他に，福州の場合は 1899年
に規則を定めている．さらに，1902～3年広州に設ける交渉をしたが，当局に婉曲に断られて実現し
なかった（「広東広州日本租界案」台湾・中央研究院近代史研究所蔵）．
　総じて，日本は下関条約で認められた 4地の他にも，他国が開設している都市には可能な限り置く
ことを追求したようであるが，各地当局との交渉の末，条件の悪い土地に割り当てられることが多
く，あるいは条件が合わずに開設を断念することになった．また，開設すべく規則は定めたものの，
厦門と福州の場合はその地を租界として使用するには至らなかった．なぜそうなったか，清国側の交
渉経験の蓄積，外国の特権への住民の反発，他国の租界がすでに条件の良い土地を占めているなどの
理由の他に，そうした理由をはねのけて租界を開発・発展させるに足る経済的力を具えていなかった
ことが最大の理由であったと考えられる．なお，上記の日本租界，とくに重慶・漢口，杭州，上海の
租界設置に関する清国政府との交渉過程については，大里，孫編『中国における日本租界―重慶・
漢口・杭州・上海』（御茶の水書房，2006年）を参照のこと．
　租借地としては，旅大（旅順・大連）は 1905年日露戦争勝利後にロシアから奪う形で置き，膠州
湾の場合は，1914年ドイツ戦の勝利後に一時期置いた．鉄道附属地としては，南満州鉄道関係の営
口，安東，奉天等に 1905年から置いた．
ハ，日本租界のその後
　日本租界は，その後早い時期から未発達の租界と一定の発展を遂げた租界へと分かれていった．下
関条約で認めさせた 4地中，重慶，杭州，蘇州はいずれも城内（町の中心）から離れた場所に租界が
あり，かつ城内での商業活動が禁止，ないし制限されたことから振るわず，そこに進出する企業や個
人は少数にとどまり，重慶，杭州とも多い時でも 100名を越える程度であり，蘇州はもっと少なかっ
た．杭州では城内に店を出している日本人を追い出す運動が 1910年に起こっている（大里「杭州
『大井巷事件』の顚末」，神奈川大学人文学研究所編『日中文化論集』，2002年参照）．沙市の場合は
とくに租界の体を為さなかったといわれているが，1898年春，租界開設の準備中に「沙市事件」と
いう住民の暴動事件が起こり，日本領事館などが焼かれて，領事以下が漢口に避難することがあり，
始めから発展の芽を紡がれたということもあろう．福州，厦門の場合は，最初から租界での活動は存
在しなかったといわれている．他方，一定の発展を遂げた上海，天津，漢口の場合は，いずれも工商
業が活発に展開されている交通の要地で，租界を開く前から日本人が少数ながら貿易や商店等の活動
を展開しており，開いた後には徐々に各種の企業が進出して，日本居留民団のまとまりも形成されて
いった．
　1920年代には中国に民族運動が起こり，30年代初にかけて租界回収の動きが強まった．長江流域
に住む日本人は上海か日本に避難し，中国人の「排日」行動に反発して，満洲事変，上海事変と続く
中で，ますます反発を強めていった．1937年に日中戦争が起こり，中国各地の日本人が一斉に帰国
した．状況が一段落してから戻っていき，新たに大量の日本人が租界を含む各地に入っていった．未
発達の租界の場合は，この時期にどっと城内に入り，一部は租界にも入っていきかつてなかった活気
を呈することになる．但し，この時重慶租界は閉鎖して全員が引き揚げた．1937年，満鉄附属地の
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行政管理権を「満洲国」に返還し，43年には，日本租界および占領した他国租界を汪精衛政権に返
還した．1945年夏，日本は敗戦して，それまで維持してきた諸々の特権は反故にされ，資産は没収
された．
d　2のまとめ
　中国における日本租界の歴史を 3段階に分けて考える．第一段階は，1896年～1905年の開設期，
第二段階は，それ以後 1937年の満鉄附属地返還まで，第三段階は，それ以後 43年の租界返還を経て
45年敗戦までである．いずれの段階においても，日本政府は西洋諸国の租界経営は乱暴で間違って
いたが日本は違うと考えて中国に対しており，その考えを前提にして多くの日本人が移り住んで敗戦
に至ったのである．
　ここで，日本人のかつての租界観を知るべく，戦前における代表的な租界研究と目される植田捷雄
の『支那に於ける租界の研究』の序文を見るならば，以下のような文にめぐり合うことになる．「支
那における租界百年の歴史はそのまゝ欧米列強の対支侵略史を反映せるものといふことが出来る．こ
れを換言すれば，欧米勢力の消長は即ち租界の盛衰である．かゝる意味において，今次の日支事変に
より支那における欧米勢力が全面的退譲を余儀なくせしめられんとするに至りたることは正に租界の
運命にとって未曾有の大事といはなければならぬ．また，一面において租界問題の解決は日支事変の
処理，引いては東亜新秩序建設に不可欠の条件なりとせられる以上，新秩序建設の中枢たる我国がそ
の衝に当るべきはいふまでもなく，それだけ我国において租界の基本的研究が今日程要望せられる秋
はない．然るに，租界の内容は啻に各国の権益相錯綜するのみならず，欧米列強が過去一世紀に亙る
長日月を以て漸次築き上げたるものであり，幾多の条約，取極，慣習の堆積であり，支那の対外問題
の中，最も複雑なるものといふも敢へて過言ではない」
　私たちの租界に関する共同研究は，戦前における租界研究の問題関心のありかを知り，かつ，実際
に存在した日本租界の状況を多面的に明らかにすることに努めながら，戦後 70年近くを経た時点で
の租界研究とはどのようなものかを形にしていかねばと考えている．
